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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成２１年５月１５日の第１四半期決算発表時に公表した業績予想を

下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

 

１． 平成２１年１２月期第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正 

                       （平成２１年１月１日～平成２１年６月３０日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
    百万円 

３９，５００ 

    百万円

  △５０ 

    百万円

 △１００ 

    百万円 

 △３００ 

   円  銭

 △４．８９

今回修正予想（Ｂ） ３４，４９５   △１０   △５８  △９８４ △１６．０６

増減額（Ｂ－Ａ） △５，００５    ４０    ４２  △６８４      －

増減率（％）  △１２．７     －     －     －      －

前期第２四半期実績 
（平成２０年１２月期第２四半期）

４３，４４６  △３０２  △４０８  △５０７  △８．２７

 

２．平成２１年１２月期連結通期業績予想数値の修正（平成２１年１月１日～平成２１年１２月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
     百万円 

 ８６，５００ 

    百万円

 １，１００

    百万円

 １，０００

    百万円 

   ４００ 

   円  銭

  ６．５３

今回修正予想（Ｂ）  ７２，７００   △８５０ △１，３００ △２，６００ △４２．４２

増減額（Ｂ－Ａ） △１３，８００ △１，９５０ △２，３００ △３，０００      －

増減率（％）   △１６．０      －      －      －      －

前期実績 
（平成２０年１２月期） 

 ８７，６２９   △９４２ △１，２９６ △６，６２３ △１０８．０１

 

 

 

 



３．修正の理由 

 現在、平成２１年１２月期第２四半期決算数値の確定作業を進めておりますが、５月１５日に公表

した業績予想数値より売上高が１０％以上、四半期純利益が３０％以上それぞれ下回り、営業利益及

び経常利益が３０％以上それぞれ上回ることが確実になったため、業績予想の修正に関して、お知ら

せ申し上げます。 

(1) 第２四半期累計期間 
① 売上高 
合成樹脂事業部では、景気低迷の影響を受け、汎用品を中心に販売数量が計画を下回りま

した。 

建材事業部では、パーティクルボードを中心に拡販に努めましたが、住宅市場の悪化の影

響を受け、販売数量が計画を大幅に下回りました。 

その結果、売上高は、計画を下回りました。 

 

② 営業利益及び経常利益 
全社をあげて大幅な固定費削減に取り組んだ結果、営業利益及び経常利益は、ほぼ計画ど

おりになりました。 

事業部門別では、建材事業部は、販売数量の減少に伴い、利益面でも計画を大きく下回り

ましたが、合成樹脂事業部では、特に固定費削減により、利益面では計画を上回りました。 

 

③ 四半期純利益 
棚卸資産の評価減を特別損失に計上したこと及び次年度からの連結納税制度の導入に伴

い、子会社の繰延税金資産の一部を取崩した結果、計画を大きく下回りました。 

 

(2) 通期 
第２四半期累計期間の業績を踏まえ、下期の業績を慎重に見直した結果、当社グループを取り

巻く環境は不透明感を増しており、一部には一段と厳しい状況が続くと想定されることから、

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が当初の計画を下回る見通しとなりました。 

 

なお、当社は、上記の業績予想修正に伴い、経営責任を明確にするため、これまでに実施してきた

役員報酬のカットに加え、役員退職慰労金に関する内規を変更し、要支給額を減額いたしました。こ

の結果、次のとおり役員退職慰労引当金の一部を戻し入れいたします。 

(1) 過年度引当分の一部を戻し入れ、特別利益として１７百万円を計上する。 
(2) 当期引当分の一部を減額し、第２四半期累計期間で８百万円を減額、通期では１３百万円を減
額する。 

 

以 上 

 


